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百貨店売上高（ 年７月）
～セール前倒しの反動に加え、豪雨と台風、酷暑が悪影響～
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○セール前倒しの反動、豪雨、台風、酷暑と悪材料が重なり大幅減

日本百貨店協会から発表された 年７月の全国百貨店売上高は前年比▲ ％（店舗数調整後）と

なった。６月は前年比＋ ％と高い伸びになっていたが、７月は一転して大幅な落ち込みとなってい

る。季節調整値（筆者試算）でみても前月比▲ ％もの急減である（６月：前月比＋ ％）。今年

はセールの前倒しが行われたことで６月の売上が伸びた一方、７月はその反動が出たもの思われる。

もっとも、セールの影響を均すため６、７月の平均値（季節調整値）を計算してみても、４ ５月平均

の値を▲ ％ 下回る。セール時期のズレの影響を考慮しても、７月の数字は弱いといって良い。

７月は上旬の西日本豪雨（広島地区の売上高：前年比▲ ％）に加え、月末には台風 号が上陸

するなど異常気象による悪影響が大きかった。また、期待された猛暑効果についても、気温の上昇が

行き過ぎたことで外出が手控えられた面があったようで、集客には繋がらなかった模様である。

○７月の消費は弱め

７月の百貨店以外の業態はマチマチの結果である。７月のコンビニエンスストア売上高は前年比＋

％と微増（６月：＋ ％）、季節調整済み前月比では▲ ％と小幅減となっている。気温上昇の

影響でアイスクリームや飲料といった猛暑関連が好調だったが、天候不順の影響で客足が鈍ったこと
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もあり、６月と比べてやや悪化という結果である。また、７月のチェーンストア販売額は前年比＋

％（６月：＋ ％）とプラス幅を拡大、季節調整値では前月比＋ ％と増加する形になっている。

ただこれは、猛暑の影響による野菜価格の上昇が名目の売上金額増加に繋がっているものと思われる

（スーパーは売上の７割程度を食料品が占める）。実質値でみれば強いわけではない。

このように、業態によってかなり姿は異なっているのだが、前述のとおり、①百貨店についてはセ

ール時期のズレを考慮しても弱く、②コンビニは猛暑効果があったにもかかわらず前月から小幅悪化、

③スーパーは野菜価格の値上がりによって見かけ上押し上げられている、といった状況であることを

考えると、全体としてみれば７月の数字は弱い結果に終わったと判断して良いだろう。豪雨と台風、

行き過ぎた気温上昇といった異常気象が７月の消費を押し下げたという理解でかまわない。

なお、こうした財消費以上に懸念されるのがサービス消費である。これらの異常気象によって消費

者の外出が手控えられたことは、財消費以上にサービス消費への悪影響が大きいものと予想される。

４ ６月期についてはサービス消費が高い伸びとなっていたが、７ ９月期は下振れの可能性を意識し

ておいた方が良いだろう。




